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私
は
、
市
長
と
し
て
今
後
の
市

政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
会
と
は
適
切
な
緊
張
感
を
保
ち

つ
つ
、
真
摯
な
態
度
で
議
論
し
な

が
ら
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
共
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

今
市
長
選
で
私
が
掲
げ
た
主
な

公
約
は
「
４
年
間
で
新
規
の
雇
用

千
人
を
創
出
」「
４
年
間
で
農
林

水
産
業
の
生
産
額
を
倍
増
」「
本

市
へ
の
大
学
の
誘
致
」
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
、
施
設
を
最

大
限
活
用
し
、
国
内
外
の
方
々
の

本
市
へ
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
に
つ

い
て
は
、
早
期
に
制
度
設
計
し
、

補
正
予
算
で
対
応
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
私
の
公

主 な 新 規 事 業

〇 復興の確実な推進と誰もが安心して暮らすまちづくり（１１事業） 　   　４億２３５１万円
　・旧吉田家住宅主屋復旧事業費	 	 　３億１４２９万円
　・被災者見守り・交流推進事業費	　　   　　   ２７５７万円ほか
〇 快適に気持ちよく暮らすまちづくり（４２事業）	 　	 　　   　　  　３２億５０１８万円
　・交通確保対策事業費	 	 	 　　  ６８５８万円
　・ふるさとタクシー助成事業費	 	 　　　２０３７万円ほか
〇 安全・安心で環境にやさしいまちづくり（４０事業）	             　 　　　８億３７２８万円
　・防災行政無線等施設整備事業	 	 　１億１０９３万円
　・消防団運営費	 	          　　　　　　 ７２２５万円ほか
〇 子どもたちを健やかに育むまちづくり（７３事業）	          　  　　１７億７６２８万円
　・法人立保育園児童保育実施事業費	 　４億３６２４万円
　・子育て応援事業費	 　　　　　　　   　　 ９７９万円ほか
〇 ともに支え、健康に暮らすまちづくり（５２事業）	          　  　　３１億４６１０万円
　・未来技術社会実装事業費		              　　５７７２万円
　・配食サービス事業費	 	 　　　　      １６４３万円ほか
〇 市民と築く交流と連携の住みよいまちづくり（１６事業）           　　 　　２億１２３５万円
　・人口定住増加対策推進事業費	 	 　　 ６６７６万円ほか
〇 活気に満ちあふれ豊かに暮らすまちづくり（６２事業）　　　	    　　   ９億９５３０万円
　・交流人口拡大事業費　　　　　　　　　　　４３２６万円ほか
〇 市民にわかりやすく健全な行財政運営（３１事業）　　　　　  	  　　　３１億２２３９万円
〇 その他（人件費、管理事務経費等）（８２事業）　　　　　　  　　　　２０億６３５７万円

子育て支援センター事業費
（土日の子どもの居場所の開設、運営）

２７７万円

老人日常生活用具給付等事業費
（高齢者の補聴器購入経費の補助）

100万円

林 業 振 興 支 援 事 業 費
（森林づくり推進補助金）

１６２ 　   万円

一般会計予算の主要事業（総合計画の基本目標ごと）

約
を
市
民
が
支
持
し
、
そ
の
た
め

の
時
間
を
４
年
間
私
に
預
け
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
可
能
な
限
り
の

方
策
を
講
じ
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂

き
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
「
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
」
前
期
基
本
計
画
の
最

終
年
度
で
す
。
実
施
計
画
に
基
づ

く
事
業
を
展
開
し
、
そ
の
成
果
を

着
実
に
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

復
旧
復
興
は
心
の
ケ
ア
等
の
ソ

フ
ト
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
を

重
点
的
に
実
施
し
、
復
興
ま
ち
づ

く
り
及
び
産
業
・
生
業
の
再
生
に

向
け
て
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

物
価
上
昇
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
長
期
化
な
ど
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、市
民
に
寄
り
添
い
、み
ん
な
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

定
例
会
初
日
の
２
月
28
日
、
佐
々
木
拓
新
市
長
が
施
政

方
針
演
述
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

佐
々
木
新
市
長
が
初
議
会

施
政
方
針
演
述
の

　
　
　一
部
を
紹
介

公営住宅入居者支援事業費
（公営住宅の共益費の補助）

1200万円

防災行政無線等施設整備事業費
（オートコールによる防災情報システムの構築業務）

1９9万円

シンガポール交流事業費補助金
（高田高校生がシンガポールへ渡航する際の旅費の補助）

5３４万円

新年度の予算編成方針
　▽新型コロナウイルス感染症による
経済状況の悪化や復旧・復興事業完了に
伴う市税等の減少が見込まれる中、原油
価格・物価高騰対策に配慮しながら費用
対効果、効率性及び経費節減の観点から

全ての事務事業を精査することとし、積
極的な特定財源の確保はもとより、創意
と工夫により限られた財源の最大限の
重点的かつ効果的な活用を図るものと
する。


